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た
だ
あ
る
の
は
地
震
発
生
後
の
地
震
予

知
報
道
と
も
言
え
る
“
実
は
・
・
・
に
は

何
と
か
地
震
帯
が
あ
り
・
・
・
”
式
の
学

者
的
解
説
に
終
始
し
て
い
る
と
し
か
思

え
な
い
。 

 

筆
者
の
記
憶
で
は
地
震
予
知
研
究
に

つ
い
て
あ
る
外
国
人
科
学
者
が
「
地
震
予

知
研
究
に
注
ぎ
込
む
莫
大
な
予
算
を
、
地

震
に
よ
る
被
害
の
予
測
や
被
害
対
処
の

研
究
及
び
被
害
者
救
済
に
対
す
る
具
体

的
な
各
種
の
構
築
等
に
回
す
方
が
賢
明

で
あ
る
」
と
言
う
よ
う
な
主
旨
の
主
張
を

行
っ
て
い
た
記
事
を
思
い
出
す
。 

要
は
、
地
震
予
知
と
地
震
被
害
抑
止
、
防

止
の
た
め
の
研
究
の
ど
ち
ら
が
現
実
的

か
の
主
張
で
あ
っ
た
と
思
う
。
筆
者
に
は

ど
ち
ら
の
研
究
が
優
先
す
べ
き
か
は
分

か
ら
な
い
が
、
本
稿
は
地
震
発
生
時
の
被

害
者
に
関
す
る
ど
の
よ
う
な
施
策
が
我

が
国
に
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
言
う
疑

問
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

「
イ
タ
リ
ア
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
」 

 

拓
殖
大
学
特
任
教
授
・
防
災
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
長
の
濱
口
和
久
氏
の
正
論
で

の
記
事
が
目
に
付
い
た
。
以
下
そ
の
主
要

点
を
簡
単
に
ま
と
め
引
用
す
る
。 

〇
日
本
は
地
震
大
国
で
あ
り
今
後
高
い

確
率
で
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
首
都
直

下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
起

き
る
地
域
に
限
ら
ず
、
日
本
列
島
の
ど
の

地
域
に
暮
ら
し
て
い
て
も
、
日
本
人
は
常

に
地
震
リ
ス
ク
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
お
く
べ
き
で

あ
ろ
う
。 

〇
改
善
さ
れ
な
い
日
本
の
避
難
所
の
環

境 ・
能
登
半
島
地
震
で
多
く
の
住
宅
が
全
半 
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壊
し
避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
避
難
所
自
体
が
被
害

を
受
け
て
お
り
、
発
災
後
数
日
間
は
停

電
、
暖
房
が
無
い
状
態
、
断
水
、
ト
イ
レ

等
の
問
題
が
深
刻
で
、
加
え
て
体
育
館
等

で
の
床
に
じ
か
に
布
団
や
毛
布
で
寝
る

こ
と
は
極
め
て
非
衛
的
で
あ
り
健
康
上

不
適
切
で
あ
る
。
床
か
ら
３
０
セ
ン
チ
以

上
の
高
さ
が
必
要
。
加
え
て
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
確
保
の
問
題
も
あ
る
。
―
―
避
難
所

の
環
境
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
平
成
７

年
１
月
１
７
日
発
生
）
の
時
か
ら
ほ
と
ん

ど
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。 

・
日
本
の
避
難
所
の
環
境
の
悪
さ
は
「
先

進
国
の
中
で
最
低
の
レ
ベ
ル
」
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。 

〇
紛
争
や
災
害
の
際
の
避
難
所
の
環
境

水
準
を
定
め
た
国
際
基
準
に
「
ス
フ
ィ
ア

基
準
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
多
数
の
難

民
や
被
災
者
が
発
生
し
た
場
合
の
人
権
、

声
明
を
守
る
た
め
の
最
低
限
の
基
準
と

し
て
国
際
赤
十
字
な
ど
が
設
定
し
た
も

の
。
―
―
我
が
国
の
避
難
所
は
一
部
の
施

設
を
除
け
ば
こ
の
基
準
か
ら
程
遠
い
状

態 〇
イ
タ
リ
ア
の
即
応
体
制 

イ
タ
リ
ア
で
は
発
災
後
、
政
府
か
ら
そ

の
日
の
う
ち
に
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発

出
さ
れ
る
と
、
州
（
自
治
体
）
が
備
蓄
し

て
あ
る
「
テ
ン
ト
各
国
の
主
要
な
、
簡
易

ベ
ッ
ト
、
ト
イ
レ
」
を
１
ユ
ニ
ッ
ト
と
し

て
、
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
数
台
で
運
ぶ
体
制

が
整
え
ら
れ
て
い
る
。 

遅
く
と
も
２
日
目
に
は
簡
易
ベ
ッ
ド
、

冷
暖
房
機
が
設
置
、
家
族
単
位
の
テ
ン

ト
、
ト
イ
レ
は
衛
生
環
境
が
保
た
れ
シ 

ャ
ワ
ー
も
完
備
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
周
辺

の
州
か
ら
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
急
行
し

食
堂
用
大
テ
ン
ト
の
中
で
温
か
い
食
事

が
で
き
る
。
パ
ン
や
お
に
ぎ
り
と
い
っ
た

日
本
の
避
難
所
と
は
対
照
的
。 

〇
イ
タ
リ
ア
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度 

 

イ
タ
リ
ア
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

事
前
に
災
害
対
応
の
研
修
や
訓
練
を
受

け
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
に
、
災
害
加
権

希
望
登
録
を
済
ま
せ
て
お
り
、
被
災
地
に

派
遣
さ
れ
る
場
合
は
日
当
・
交
通
費
・
労

災
保
険
が
提
供
さ
れ
る
。 

こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
全
土
で

１
２
０
万
人
以
上
い
る
。 

「
我
が
国
の
課
題
」 

以
上
の
濱
口
和
久
氏
の
記
事
に
触
れ
、

筆
者
の
我
が
国
の
地
震
対
策
の
不
備
だ

ら
け
に
対
す
る
解
決
策
を
見
い
出
せ
た

よ
う
に
感
じ
た
。 

イ
タ
リ
ア
国
が
か
く
も
素
晴
ら
し
い
対

応
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
の
様
に
我

が
国
の
課
題
を
見
出
し
た
。 

・
外
務
省
は
、
主
要
各
国
に
つ
い
て
イ
タ

リ
ア
の
よ
う
な
対
応
が
ど
の
よ
う
に
な

さ
れ
て
い
る
か
大
使
館
を
通
じ
て
早
急

に
研
究
さ
せ
る
こ
と
。 

・
各
自
治
体
に
対
し
て
は
、
各
自
治
体
独

自
の
イ
タ
リ
ア
の
よ
う
な
対
応
策
を
構

築
さ
せ
、
安
易
に
自
衛
隊
へ
の
災
害
派
遣

要
請
に
依
存
し
な
い
と
言
う
強
い
意
志

を
持
た
せ
る
こ
と
。 

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
つ
い
て
イ
タ
リ

ア
方
式
の
日
本
版
を
研
究
、
至
急
に
構
築

す
る
こ
と
。 

・
更
に
緊
急
事
態
に
関
し
て
問
題
に
な
る

の
が
国
民
保
護
、
防
護
の
シ
ェ
ル
タ
ー
の 

 

 

【
イ
タ
リ
ア
国
に
見
る
地
震
等
発
災
対
処

の
取
り
組
み
と
我
が
国
の
根
本
的
な
課
題
】 

湘
南
支
部
長 

清
﨑
忠
圀 

 

能
登
半
島
地
震
発
生
か
ら
５
０
日
が

経
つ
。
こ
の
間
の
石
川
県
全
般
の
被
災
状

況
等
ま
た
集
団
避
難
、
２
次
避
難
が
生

じ
、
そ
し
て
１
月
１
５
日
現
在
で
災
害
関

連
死
を
含
め
２
２
２
名
の
死
者
が
発
生

し
て
い
る
。
ま
た
１
月
１
６
日
の
新
聞
報

道
で
は
“
孤
立
住
民
の
命
つ
な
ぐ
自
衛
隊

員 

「
道
な
き
道
」
物
資
輸
送
”
、
“
仮
設

（
住
宅
）
着
工
” 

な
ど
の
タ
イ
ト
ル
に

つ
い
て
詳
細
に
被
災
者
の
状
況
を
伝
え

て
い
る
。 

 

筆
者
は
地
震
発
生
か
ら
１
週
間
以
内

の
被
害
情
況
、
住
民
の
避
難
状
況
、
避
難

先
の
生
活
の
状
況
、
即
ち
寝
る
場
所
、
食

事
、
生
活
一
般
等
の
テ
レ
ビ
報
道
を
見
る

に
つ
け
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
大
震
災
が

発
生
し
た
そ
の
時
の
被
災
対
処
、
対
応
と

問
題
点
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
で
は
な

い
か
と
言
う
認
識
に
基
づ
く
疑
問
と
憤

り
で
あ
る
。
我
が
国
の
地
震
や
津
波
災
害

等
に
対
す
る
対
処
は
果
た
し
て
改
善
さ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
も
し
改
善
さ
れ

て
い
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な

内
容
な
の
か
を
政
府
は
国
民
に
報
道
し

知
ら
せ
、
ま
た
都
道
府
県
と
し
て
も
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
体
で
の
対
処
内
容
に
つ
い

て
、
今
回
の
能
登
半
島
地
震
を
通
じ
て
知

ら
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
そ
の
よ
う
な
内
容
は
残
念
な

が
ら
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。 

即
ち
地
震
国
と
言
わ
れ
る
我
が
国
の
地

震
災
害
に
対
す
る
被
災
者
側
に
立
っ
た

対
応
に
つ
い
て
改
善
さ
れ
て
い
る
と
い

う
報
道
に
あ
っ
た
こ
と
は
今
回
も
無
い
。 
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 こ
の
ラ
フ
ァ
の
地
上
作
戦
の
発
表
が
さ
れ

た
時
に
イ
ス
ラ
エ
ル
国
内
で
反
政
権
デ
モ
、

ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
に
対
し
て
の
退
陣
要
求
デ

モ
が
非
常
に
大
規
模
に
行
わ
れ
た
。
イ
ス
ラ

エ
ル
の
民
意
と
政
権
の
対
立
に
な
っ
て
い

る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
意
が
勝
ち
ネ
タ
ニ
ヤ

フ
政
権
が
引
き
ず
り
降
ろ
さ
れ
て
こ
の
戦
争

が
止
ま
る
可
能
性
も
僅
か
に
残
っ
て
い
る
。 

エ
ジ
プ
ト
と
の
境
界
に
あ
る
ラ
フ
ァ
の
人

口
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
戦
争
が
始

ま
る
前
ま
で
、
約
２
５
万
人
だ
っ
た
。
し
か

し
、
現
在
は
ガ
ザ
各
地
か
ら
避
難
者
が
押
し

寄
せ
、
国
連
に
よ
る
と
１
５
０
万
人
に
膨
れ

上
が
っ
て
い
る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

新
入
会
員
の
お
知
ら
せ
（
敬
称
略
） 

正
会
員 

 

・
藤
澤 

豊 

元
海
上
自
衛
隊 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

支
部
会
員
の
訃
報 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す 

 

正
会
員 

故 

矢
野 

大
介 

氏 

 
 
 
 

令
和
５
年
８
月
２
７
日 

ご
逝
去 

研
究
、
早
急
な
構
築
が
喫
緊
の
課
題
と
も
な
り

つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
多
分
に
地
震
等
発
生
対
処

時
の
取
り
組
み
と
も
嚙
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り

別
問
題
で
は
な
い
。 

 

政
府
は
３
月
末
、
地
下
シ
ェ
ル
タ
ー
に
つ
い

て
そ
の
整
備
に
関
す 

る
基
本
方
針
を
策
定 

す
る
。
我
が
国
を
取 

り
巻
く
信
用
で
き
な 

い
外
国
か
ら
の
ミ
サ 

イ
ル
攻
撃
、
最
悪
の 

場
合
に
は
核
攻
撃
に 

も
備
え
る
必
要
性
は 

急
速
に
高
ま
っ
て
お 

り
喫
緊
の
課
題
で
あ 

ろ
う
。
ス
イ
ス
や
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど
人
口
当
た

り
の
普
及
率
が
１
０
０
％
の
国
も
あ
る
よ
う

だ
。 

 

現
在
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
は
シ
ェ
ル
タ
ー
や
建

物
の
地
下
室
、
地
下
鉄
の
構
内
で
避
難
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
実
生
活
の
様
子
は
中
々
報
道
さ

れ
て
お
ら
ず
分
か
ら
な
い
。 

 

こ
の
地
下
シ
ェ
ル
タ
ー
が
完
備
さ
れ
れ
ば
災

害
発
生
時
の
避
難
場
所
と
し
て
当
然
活
用
さ
れ

る
。 な

お
、
湘
南
支
部
の
５
月
末
の
総
会
時
の
防

衛
講
演
会
で
は
、
こ
の
シ
ェ
ル
タ
ー
に
関
す
る

講
演
を
計
画
し
て
い
る
。
（
以
上
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

湘
南
支
部 

令
和
５
年
第
２
回
名
所
旧
跡
探
勝
ハ
イ
キ
ン
グ 

支
部
理
事
役 

西
村 

剛 

予
定
の
２
月
１
８
日
（
日
）
に
、
心
配
し
て

い
た
天
気
は
曇
り
な
が
ら
、
予
定
通
り
の
行
程

で
実
施
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

早
朝
に
小
雨
が
降
っ
た
後
で
も
あ
り
、
少
々

湿
気
を
感
じ
る
中
で
の
、
参
加
者
９
名
に
よ
る 

編
集
後
記 

エ
ス
ト
ニ
ア
の
情
報
機
関
に
よ
る
と
、
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
は
今
後
１
０
年
以
内
に
ロ
シ
ア
と
戦

争
状
態
に
陥
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て

い
る
。 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄

稿
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

 

・03/03（日） 

 自衛隊音楽まつり 

・03/09（土） 

 第 12回支部理事役会 

・03/10（日） 

 掃海艇「えのしま」 

見送り行事 

・03/25（月） 

 ３月隊友紙発送 

 

散
策
と
成
っ
た
。 

下
曽
我
駅
前
を
予
定
通
り
の
時
刻
（
１
０
：

３
０
）
に
出
発
し
、
先
ず
は
「
梅
の
里
セ
ン
タ

ー
」
を
訪
れ
る
。
曽
我
の
里
名
物
の
、
梅
干
し

を
中
心
と
し
た
各
種
の
展
示
品
が
並
び
、
販
売

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
ま
た
地
元
の
名
人
達
が
腕

を
競
っ
た
「
梅
干
し
品
評
会
」
提
出
の
作
品
は

ど
れ
も
立
派
な
物
ば
か
り
で
あ
る
。 

そ
の
後
、
流
鏑
馬
会
場
で
も
あ
る
原
梅
林
を

通
り
、
メ
イ
ン
の
会
場
で
あ
る
別
所
梅
林
を
じ

っ
く
り
と
観
賞
す
る
。 

こ
こ
の
中
ほ
ど
に
あ
る 

「
八
幡
社
」
周
辺
に
は 

「
梅
の
里
食
堂
」
や
、 

売
店
等
が
並
び
、
約
１ 

時
間
の
自
由
行
動
（
昼 

食
・
休
憩
）
と
す
る
。 

梅
林
内
に
て
集
合
写 

真
を
撮
り
つ
つ
進
み
、 

次
に
「
小
田
原
牧
場
ア
イ
ス
工
房
」
を
訪
れ
る
。

少
々
肌
寒
い
中
で
は
あ
る
が
、
バ
ラ
イ
テ
ィ
ー

に
と
ん
だ
各
種
の
ア
イ
ス
の
中
よ
り
、
各
自
お

好
み
の
物
を
チ
ョ
イ
ス
し
堪
能
す
る
。 

さ
て
、
こ
れ
か
ら
が
丘
陵
地
帯
に
位
置
す
る

「
城
前
寺
・
宗
我
神
社 

」
を
目
指
し
て
の
、
農 

耕
地
帯
の
裏
道
の
散
策 

で
あ
る
。
（
梅
の
木
・ 

柑
橘
類
の
植
木
・
梅
の 

天
日
干
し
場
・
選
果
場 

な
ど
を
鑑
賞
し
つ
つ
の 

移
動
）
２
５
分
ほ
ど
進 

む
と
城
前
寺
（
曽
我
兄 

弟
の
菩
提
寺
）
が
見
え
て
く
る
。
急
な
石
段
を

上
り
や
っ
と
境
内
に
到
着
し
、
背
後
を
眺
め
る

と
相
模
湾
が
や
や
遠
方
に
眺
望
で
き
る
。 

 

参
拝
の
後
、
本
堂
の
左
脇
よ
り
境
内
の
奥
へ 

と
進
む
。
そ
こ
に
は
曽
我
兄
弟
の
墓
石
や
石

像
等
が
あ
り
、
ま
た
寺
の
背
後
に
は
、
昔
は

「
曽
我
城
」
が
在
っ
た
と
の
こ
と
で
、
そ
の

な
ご
り
の
“
土
塁
”
が
見
て
と
れ
る
。
そ
の

後
、「
宗
我
神
社
」
を
目
指
し
、
又
し
て
も
上

り
坂
を
攻
め
る
（
年
配
者
へ
の
配
慮
を
忘
れ

ず
、
ゆ
っ
く
り
と
登
坂
）。 

こ
こ
は
“
旧
曽
我 

郷
”
の
総
鎮
守
様
と 

の
こ
と
で
、
拝
殿
前 

に
て
太
綱
で
鈴
を
鳴 

ら
し
拝
礼
す
る
。
記 

念
の
集
合
写
真
を
撮 

っ
た
の
ち
総
門
の
大 

鳥
居
下
に
て
一
礼
し 

、
参
道
の
下
り
坂
を
遠
望
を
眺
め
つ
つ
下
曽

我
駅
へ
向
か
う
。
皆
様
方
々
の
健
脚
に
よ
り
、

予
定
よ
り
小
一
時
間
ほ
ど
早
め
の
ゴ
ー
ル
で

あ
り
ま
し
た
。 

参
加
者
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
ま
た
最

後
ま
で
体
調
不
良
者
等
も
無
く
実
施
で
き
、

実
り
あ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
で
あ
り
ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

中
東
情
勢 

支
部
理
事
役 

深
澤
文
晴 

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
１
１
日
夜
か
ら
１
２
日

未
明
に
か
け
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地

区
南
部
の
ラ
フ
ァ
を
空
爆
し
た
。
同
時
に
、

ラ
フ
ァ
市
内
で
地
上
作
戦
を
実
施
し
、
人
質

２
人
を
救
出
し
た
と
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の

一
方
で
こ
の
ラ
フ
ァ
と
い
う
所
に
は
多
く
の

パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
避
難
を
し
て
い
る
。
ガ
ザ

地
区
保
健
当
局
の
発
表
で
は
１
２
日
時
点
で

６
７
人
の
民
間
人
が
死
亡
し
た
と
し
て
い

る
。
こ
の
ラ
フ
ァ
へ
の
地
上
作
戦
が
国
内
外

か
ら
大
き
な
批
判
を
呼
ん
で
お
り
イ
ス
ラ
エ

ル
国
民
も
反
対
を
し
て
い
る
。 

 

 
城前寺(曽我兄弟の菩提寺) 

宗我神社(旧曽我郷の総鎮守) 

曽我の梅林(別所梅林) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

イタリアの避難所 


